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の場合の光子数 (aとb),位相相関の絶対値 (r)と位相(p)の時間発展が示 してある｡
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図 2
以上より部分系間の相互作用が十分小さい場合でも物理量によってはCTでは系の挙
動が記述できないことがわかったので, レーザー系について原子系と光子場の相互作用
による従来のレーザー基礎方程式に対する補正項を求めた｡その結果補正項の効果がけ
っして小さいとは言えない事がわかった｡また従来のランジュバン方程式から出発する
議論に対する注意も行なった｡さらに原子系を消去して光子場に対するホッカー-ブラ
ンク方程式を臨界値近傍で求め,発振臨界値及び拡散係数に対する補正を求めた｡それ
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らの実験的検証についても示唆した｡紙面の都合上これらについては文献 2),3)を参照
のこと｡
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